
令和 2年度 行事予定の概要

各団体・組織と連携して地域住民の交流を深

“

行事を計画してし`ます。

ちよこボラ通信・・・ “ボランティア人材を募集 しています"

地元のポランティアがゴミ出し・革摯 1,など、日常生活でお口 110、 高齢者などハン

ディキャップのあるご家奏に出向いて、素人が『ちょつと』したお手伝いを行つて地

域の輪を広lfています。

【作業として、庭木剪定 。電球交換・床掃除など 1時間程度の軽作業です。】

詳細問い合わせ先 :鴨志田地域ケアプラザ 961‐ 6911
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1 24 日 紙ひこうき大会 鴨志田第一小学校 青少年指導員
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「鳴志田」の由来は?

鴨志田の地名の由来は、神社の下にあるから「神の下」が「ltった、アイヌの神話に出てくる神のゆりかご

「カムイシンタJが .itつ た、など諸説あります。

鎌倉時代、鴨志田を領していたのは、鳴志田一族でした。任された領地の地名を苗字にするのは、その時

代の武士のステイタスだつたので、鴨志田一族も、苗字に地名をつけたのではないか、とも言われています。

鴨志田一族は、北条氏に追われて離散する時に、甲 (かぶと)や刀を、神社に捨てていったので、甲神社に

なつたと伝えられています。

鴨志田第二公園から、寺家に向かう途中に、

たび)が あります。鴨志田一族の供養塔です。

県内最古で横浜市指定有形文化財に認定されている板碑 (い

神社の西側アジサイの小道と呼ばれる一帯は、戦前まで競馬場でした。

ここは今、ふるさとマラソン大会のコースになっています。

昔、馬が走り、今は、人が競い走り抜けていきます。 【記 :会計 黒木】

〔参考資料〕○中里郷土誌 ○ひろたりあん通信 ○森ノオト掲載記事
○鳴志田緑小 30周年記念資料集
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